
香川県土庄町議会 

 

（事績１）政策づくりと監視機能を十分に発揮している議会 

 

1 常任委員会による所管事務調査及び視察 

 常任委員会において、所管事務の中からテーマを決めて調査、研究、視察を

行っている。 

今年度は教育民生常任委員会において、不燃ごみの分別・収集について、調

査や視察を行い、具体的な取り組みを取りまとめ、令和 2 年 9 月 17 日執行部

に提案書を提出した。 

 

2 一問一答方式 

 平成 26 年 12 月から制限時間を 40 分とする一問一答方式を一般質問に試行

導入し、平成 28 年 12 月から本格実施している。執行部側の反問権について

は、質問の趣旨及び論点整理に関する確認ができるものとした。 

質問を明確にした上で正確な答弁を引き出し、議論を深めていくとともに、

住民にも分かりやすい議会を目指している。 

 

3 コロナ禍における議会活動の維持 

新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念される中、議会活動の維持のために

感染防止策や感染者が発生した場合の議会対応などについて、令和 2 年 5 月に

対応マニュアルを策定した。 

 

 

（事績２）住民に開かれた議会 

 

1 議会活性化特別委員会の設置 

令和元年 9 月に議会活性化特別委員会を設置し、議会の透明性の確保と住民

に信頼される議会を目指して、議会活性化推進の方策を調査・検討している。 

主な検討事項は、議会基本条例の制定やタブレット議会の導入。タブレット

議会については、令和 3 年度の新庁舎完成に合わせた導入を目指して、効果的

な活用方法を協議しており、今後運用基準等についても検討していく。 



 

2 議会広報紙の発行 

年 4 回、議会広報特別委員会委員により「議会だより」を編集、発行してい

る。編集会議の際は、議会広報全国コンクールで優秀な成績を修めた広報紙の

レイアウト・手法などを研究している。また、一般質問のページに QR コード

を配置して、詳細に知りたい人をホームページに誘導する工夫をした。 

紙面づくりに対し委員相互が同じ認識を持って取り組んでいく必要がある

ため、今後、編集要領の策定を計画している。 

 

3 子ども議会 

子どもたちに議会に対する理解を深めてもらうために、町内の 6 年生児童に

よる「子ども議会」を平成 12 年度から毎年開催している。 

昨年 11 月の子ども議会で提案があった事項について、今年度、町が新たな

取り組みを行った事例があった。 

 

4 定例会での委員会活動報告 

閉会中の委員会の所管事務調査についても、本会議において委員長から質疑

や意見の内容等を含めて報告している。 

 

 

（事績３）地域活性化のため特別な取組みをした議会 

 

1 新型コロナウイルス感染症対策に関する提言書 

町と議会が一丸となって新型コロナウイルス感染症対策に取り組むため、生

活・経済支援や医療体制など 8 つの項目について、令和 2 年 4 月 24 日に提言

書を町長に提出した。 


